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交通路を持つ都市空間における距離分布  
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といった畳み込みで求められる．2方向とも中心を経由  

させる場合は，正方形の中心線．由距離戸h一叫  

叫2一叫＋レーー叫＋レ2Ⅵ／勾とな），これも畳み込みの計算  

gll（r）＝仁ルー瑚（∫匝  

1．1乱こめに   

本稿では，矩形あるいは直方体の都市空間と  
rectilinear距離を前提として都市モデルを構築し，1次  

元空間での2種類の典型的な距離分布を基礎として，  

迂回を内包した2次元・3次元都市空間内での移動距  

離や移動時間の分布を，1次元空間における基本距離  

分布を組み合わせることによって理論的に導く．   

2．空間の次元と移動距離分布  

2．11次元空間の距離分布（図1）   

線分【0，可上の2点∫l，ズ2間の直接距離を′亡巨Iサ2】で  

定義すると，任意の2点間の直接距離の距離分布は  

α  
0≦r≦－  

2  

ヱ＜r≦。（5）   
2  

3   

〃＜r≦－α  
2  

3  

－α＜r≦2α  
2  

■
＿
J
 
 

α
 
 

4
 
 
 
（
 
 

α
 
 
丁
 
 

ー6α2r＋12αr2－6rり  

（－11α）＋30α2r－2如r2＋6r3）  

（2…）】  

2（α－r）  

0≦∫≦α  （1）  で求められる（図4中）．これら距離分布の平均は，元の  

分布の平均の和に等しいので各々加／3，お／6，αである．  

2．3 3次元空間の距離分布（図3）   

同様の作法により，立方体内の2点間について4種類  

の距離（直接，ブラシ状，串刺状，中心経由）の距離分  

布れ．．，れ．】，れ‖，力…が求められる（式は省略；図4右）  

（例えば・り「）＝L伸一擁‥（ズ）射・ブラシ状経路  

はビルが林立する市街地（地下にものびている）を記述  

し，串刺状経路は中央にエレベータシャフトを持つ大規  

模ビルを記述していると考えられる．平均はd，7β／6，  

如／3，3α／2である．   

空間の次元の違いによる距離分布の形状を，最大距  

離が同じになるように基準化することによって比叡けると，  

次元の増加とともに中心極限定理に従って正規分布に  

近づき，平均値付近の距離の移動の割合がだんだん  

大きくなっ¶べことがわかる（図5）．   

3．高層化による距離分布の変化とコンパクト都市形状   

市街地の密度上昇に伴って建物が高層化し，やがて  

ペンシルビルのような建物が林立した状態になると，む  

しろ高速なエレベータを持つ大規模な高層ビル（極端  

には超高層都市のようなもの）を建てた方がよいであろう．  

3次元空間の距離分布において，高さのみを占に置き  

換え，d（＝1とする）に対する大きさを可変としてれ‥，れ．l，  

力‖．，力…（最後の添字が垂直方向の移動経路）の変化を  

調べると，れ．1の平均は2d／3＋ム／2，カルの平均はd＋ゐ／3で  

あるから，両者が等しくなる占＝2α のあたりがブラシ状と  

串刺状の優劣の境目（遷移点）になり，これより低′、場  

合はビルが林立する状態の方が移動距離は短く，逆に  

高い場合は大規模ビルに統合した方が短い（図6）．   

図7に都市形状抽と平均距離g（r）の関係を示す．  

同じ体積の空間を用意するときに，ブラシ状と串刺状の  

何れかでなるべくコンパクトな形状にするには，∂／αが自  

′（r）＝  

となる．一方，必ず線分の中心を経由する中心線由距  

離ヰ．Ⅵ／2卜巾2Ⅵ／21を考えると，距離分布は三角分布  
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で与えられる（図4左（α＝】として描画））．これらの2種類  

の距離分布の平均g（r）は各々α／3，α／2である．  

2．2 2次元空間の距離分布（図2）  

次に，正方嘲0，d】2内の2点¢－，γ－），¢2，J′2）間につい  

て，碁梶田状の桐密な道路網を想定したときの直接距  

離p巨Jイかレけ2lの距離分布は，上で求めた′（r）を用  

いて畳み込みの計算を行うことにより  
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と求めることができる．ここで，中央に強力な交通路があ  

る状況を考えると，ノノ方向のみその方向の中心を経由す  

る距離（樹状経路距離）戸巨t一項ルIゼ／2l＋レ2－α／21を定義  

することができる．この距離分布は今度は  
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図11次元空間における距離   

（左：直接距離．右：中心経由距離）  

囲2 2次元空間における距離   

（左：直接距離，中：櫛形．右：中心経由距離）  
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図5 次元と距離分布の関係   

（左：任意の2点間の直接距離，右：中心経由距離）  
（左：直接距離．中左：ブラシ型，中右：串刺型，  

右：中心経由距離）  

［bに選べるならば コ  

占／8＝2／3 としてブラシ  

状経路を造った方が  

有利であるが，高地価  

などの理由から高層 ＝  

化し，遷移点を超えて  

わ／α＞2 となると串刺状  

経路の方が有利にな  
囲4 次元別の距離分布（左：1次元．中：2次元，右：3次元）  

り，高層建築が建設さ  

れるようになると思l  
われる（図7）．  0・8  
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4．おわりに  。．2   

典型的な交通路形  

状を持つ空間の距離  
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分布が基本的な距離．  

分布の組合せから導＝  

出でき，高層化により  
交通路の設計パター。．2  

ンの優劣が変わるこ  

とが明らかとなった．  
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図6 3次元都市での高さの違いと距離分布の変化  
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図7 3次元都市の形状と亨I乙均距離の関係   
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